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．被調査者 県内の 年制私立専門学校 養
成課程に在籍する 年次から 年次までの学生
名（男性 名，女性 名）であった．学年ごとの
内訳は 年次生 名（男性 名，女性 名）， 年
次生 名（男性 名，女性 名）， 年次生 名（男










































（林ら ），廣岡ら ））から判断し 因子とした．それ
ぞれ 親しみやすさ 社会的望ましさ 力本性
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． イメージの学年による変化
親しみやすさ は， ， 年生よりも 年生が
％水準で， 年生が ％水準で有意に評定が高い
という結果が得られた． 力本性 は 年生よりも
年生が ％水準で有意に評定が高いという結果が
得られた． 社会的望ましさ は 年生よりも 年





対する満足度 は， 親しみやすさ ， 力本性 と
正の相関を示し， もっと臨床実習をしたいと感じ
た は 力本性 と， 自分の力を発揮
できた は 社会的望ましさ と， モ
デルとなるような人がいた は 親しみ
やすさ と， になりたいという思い





さ 事前事後指導 は 親しみやすさ
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